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筆
者
は
交
通
部
台
湾
鉄
路
管
理
局
を
利
用
し
て
通
勤

し
て
い
る
。
交
通
部
と
い
う
の
は
台
湾
の
中
央
官
庁
の

一
つ
で
、
通
信
・
運
輸
・
気
象
・
観
光
の
四
分
野
を
管

轄
、
郵
便
事
業
な
ど
そ
れ
に
関
す
る
現
業
部
門
も
有
し

て
い
る
。
交
通
部
の
な
か
で
路
線
の
改
修
を
除
く
在
来

線
の
事
業
を
担
当
し
て
い
る
の
が
台
湾
鉄
路
管
理
局
で

あ
る
。
さ
し
ず
め
「
国
鉄
」
と
い
っ
た
部
局
な
の
で
、

以
下
で
は
交
通
部
台
湾
鉄
路
管
理
局
を
台
湾
国
鉄
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
交
通
部
台
湾
鉄
路
管
理
局
及
び
同
観
光
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
台
湾
国
鉄
の
路
線
は
、
西
部
幹
線

系
統
（
縦
貫
線
・
台
中
線
・
屏
東
線
・
南
廻
線
）、 

東
部

幹
線
系
統
（
宜
蘭
線
・
北
廻
線
・
花
東
線
）
、
内
湾
線
、

集
集
線
、
平
渓
線
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
西
部
幹
線
系
統
の
縦
貫
線
は
名
前
が
示
す
よ
う
に
台

湾
島
の
西
側
を
南
北
に
縦
貫
す
る
路
線
で
あ
る
。
北
部

の
港
湾
都
市
基
隆
か
ら
八
堵
、
台
北
（
首
都
）、 

板
橋
、

桃
園
、
新
竹
、
竹
南
、
沙
鹿
、
彰
化
、
二
水
、
嘉
義
、

台
南
な
ど
を
経
て
南
部
最
大
の
都
市
高
雄
に
至
る
。
台

中
線
は
竹
南
か
ら
彰
化
ま
で
の
路
線
で
、
沿
線
に
中
部

の
最
重
要
都
市
台
中
が
あ
る
。
縦
貫
線
が
竹
南
・
彰
化

間
を
一
部
台
湾
海
峡
沿
い
に
走
る
の
に
対
し
て
台
中
線

は
山
間
部
を
往
来
す
る
。
そ
の
た
め
、
竹
南
・
彰
化
間

を
海
沿
い
に
走
る
路
線
を
海
線
、
台
中
線
を
山
線
と
も

い
う
。
沿
線
に
台
中
を
擁
す
る
関
係
で
山
線
の
方
が
圧

倒
的
に
本
数
が
多
く
、
山
線
経
由
の
台
北
・
高
雄
間
は

台
湾
国
鉄
の
大
動
脈
と
な
っ
て
い
る
。
屏
東
線
は
高
雄

と
台
湾
最
南
端
屏
東
県
の
枋
寮
を
、
南
廻
線
は
枋
寮
と

台
東
を
結
ぶ
。
屏
東
線
と
南
廻
線
を
利
用
す
れ
ば
、
南

国
情
緒
を
満
喫
し
な
が
ら
高
雄
か
ら
台
湾
東
南
部
の
台

東
に
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
東
部
幹
線
系
統
は
北
部
か
ら
東
部
に
延
び
る
路
線
で

あ
る
。
宜
蘭
線
、
北
廻
線
、
花
東
線
は
、
お
の
お
の
八

堵
か
ら
瑞
芳
を
経
て
蘇
澳
、
蘇
澳
か
ら
花
蓮
、
花
蓮
か

ら
台
東
を
ほ
ぼ
太
平
洋
沿
い
に
走
る
。
東
部
幹
線
・
西

部
幹
線
両
系
統
で
台
湾
島
を
一
周
し
て
い
る
。

　
内
湾
線
・
集
集
線
、
平
渓
線
は
そ
れ
ぞ
れ
西
部
幹
線

系
統
、
東
部
幹
線
系
統
の
支
線
で
あ
る
。
内
湾
線
は
新

竹
と
内
湾
、
集
集
線
は
二
水
と
車

、
平
渓
線
は
瑞
芳

と
菁
桐
の
間
を
行
き
来
す
る
。

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
筆
者
が
通
勤
で
乗
下
車

す
る
の
は
西
部
幹
線
系
統
の
台
北
駅
と
新
竹
駅
で
あ

る
。
台
北
駅
か
ら
新
竹
駅
ま
で
の
距
離
は
七
八
・
一

km
、
こ
の
間
の
駅
数
は
一
四
を
数
え
る
。
一
口
で
七

八
・
一
km
と
い
っ
て
も
わ
か
り
に
く
い
が
、
東
京
・
小

田
原
間
（
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、
八
三
・
九
km
）
や
東

京
・
大
月
間
（
同
中
央
本
線
、
八
七
・
八
km
）
よ
り
少

し
短
く
、
東
京
・
成
田
空
港
間
（
同
総
武
線
快
速
・
成

田
線
、
七
九
・
二
km
）
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
距
離
と

書
け
ば
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
続
い
て
は
、
上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
日
頃
の
体

験
に
依
り
つ
つ
、
筆
者
が
普
段
乗
り
降
り
す
る
台
北
・

新
竹
間
を
例
に
、
台
湾
に
お
け
る
国
鉄
通
勤
事
情
を
紹

介
し
た
い
。
な
お
、
筆
者
は
台
湾
国
鉄
の
専
門
家
・
マ

ニ
ア
で
は
な
い
の
で
、
不
正
確
な
部
分
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
ご
容
赦
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
さ
て
、
台
北
・
新
竹
間
を
走
る
列
車
は
自
強
号
、

光
号
、
復
興
号
、
電
車
、
普
快
車
の
五
種
類
で
あ
る
。

電
車
は
電
聯
、
普
快
車
は
平
快
車
な
ど
と
表
記
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
自
強
号
電
車
は
比
較
的
新
し
い
車
両
を

使
用
し
て
い
る
が
、

光
号
・
復
興
号
は
平
均
車
齢
三

〇
年
な
い
し
は
二
五
年
程
度
の
客
車
を
、
普
快
車
に
い

た
っ
て
は
さ
ら
に
年
季
の
入
っ
た
ビ
ン
テ
ー
ジ
物
の
客

車
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
日
本
風
に
表
現
す
れ
ば
、
自
強
号
は
特
急
、

光
号

は
急
行
、
復
興
号
は
準
急
、
電
車
及
び
普
快
号
は
各
駅

停
車
に
相
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
復
興
号
は
よ
ほ
ど
小

さ
い
駅
以
外
は
停
車
す
る
の
で
、
各
駅
停
車
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
普
快
車
は
年
代
物
の

客
車
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
各
駅
停
車
と
い
う
よ
り

は
鈍
行
と
い
う
一
昔
前
の
表
現
の
方
が
似
合
っ
て
い

る
。
レ
ト
ロ
な
感
覚
で
通
勤
・
通
学
あ
る
い
は
旅
行
を

希
望
す
る
向
き
に
は
お
勧
め
で
あ
る
。
付
言
す
る
と
、

台
北
・
新
竹
間
片
道
に
要
す
る
時
間
は
、
自
強
号
で
六

〇
分
〜
七
〇
分
、

光
号
で
七
〇
分
〜
一
〇
〇
分
、
復

興
号
で
八
〇
分
〜
一
〇
〇
分
、
電
車
で
八
〇
分
〜
一
二
〇

分
、
普
快
車
で
一
〇
〇
分
〜
一
三
〇
分
く
ら
い
で
あ
る
。

　
座
席
で
列
車
を
分
類
す
る
と
、
対
号
列
車
と
非
対
号

列
車
に
分
か
れ
る
。
対
号
列
車
は
全
車
座
席
指
定
、
非

対
号
列
車
は
全
車
自
由
席
を
意
味
す
る
。
筆
者
の
知
る

限
り
、
台
湾
で
は
一
部
座
席
指
定
あ
る
い
は
一
部
自
由

席
と
い
う
列
車
は
存
在
し
な
い
。
自
強
号
・

光
号
・

復
興
号
が
対
号
列
車
、
電
車
・
普
快
車
が
非
対
号
列
車

で
あ
る
。
対
号
列
車
の
座
席
は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
お

り
、
自
強
号
・

光
号
の
座
席
は
Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
グ

リ
ー
ン
座
席
並
み
で
あ
る
。
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
可
能
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な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
運
賃
は
列
車
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
で
は
普

通
乗
車
運
賃
と
特
急
料
金
な
ど
が
別
立
て
に
な
っ
て
い

る
が
、
台
湾
国
鉄
は
最
初
か
ら
す
べ
て
込
み
の
運
賃
で

あ
る
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
日
現
在
、
台
北
・
新
竹

間
の
大
人
片
道
運
賃
は
、
自
強
号
が
一
八
〇
元
、

光

号
が
一
三
九
元
、
復
興
号
及
び
電
車
が
一
一
六
元
、
普

快
車
が
八
四
元
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
各
駅
停
車
・
全

車
自
由
席
な
が
ら
電
車
と
普
快
車
で
運
賃
が
異
な
る
の

は
車
両
の
新
旧
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
運
賃

を
同
日
の
為
替
レ
ー
ト
（
一
元
＝
約
三
・
一
九
円
）
で

概
算
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
五
七
〇
円
、
四
四
〇
円
、
三

七
〇
円
、
二
七
〇
円
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
台
北
・
新

竹
間
と
ほ
ぼ
同
じ
距
離
の
Ｊ
Ｒ
東
京
・
成
田
空
港
間
の

普
通
乗
車
運
賃
は
一
、
二
八
〇
円
、
通
常
期
の
指
定
席

Ａ
特
急
料
金
は
一
、
六
六
〇
円
、
自
由
席
は
一
、
一
五

〇
円
で
あ
る
。
敢
え
て
単
純
に
比
較
す
る
と
、
台
湾
国

鉄
の
運
賃
は
Ｊ
Ｒ
の
二
割
弱
か
ら
三
割
程
度
と
い
う
計

算
に
な
る
。

　
乗
車
券
に
は
前
売
り
・
当
日
売
り
の
二
種
類
が
あ
り

駅
で
直
接
購
入
す
る
以
外
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電

話
で
予
約
し
て
駅
ま
た
は
郵
便
局
で
買
う
こ
と
も
で
き

る
（
手
数
料
不
要
）。 

対
号
列
車
の
乗
車
券
は
自
動
的
に

座
席
指
定
と
な
る
が
、「
無
座
票
」（
＝
立
席
乗
車
券
、

運
賃
は
普
通
乗
車
券
と
同
額
）も
販
売
し
て
い
る
。 「
無

座
票
」
は
立
席
乗
車
券
で
は
あ
る
が
、
空
席
が
あ
れ
ば

そ
こ
に
座
る
こ
と
が
で
き
る
。
検
札
の
際
に
は
車
掌
氏

に
「
無
座
票
」
を
見
せ
る
だ
け
で
よ
く
、
座
席
に
つ
い

て
い
る
こ
と
を
咎
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
い
ち
早
く
空
席
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
我
先
に
乗

車
し
た
り
、
空
席
を
求
め
て
車
両
間
を
漢
り
歩
く
「
無

座
票
」
の
乗
客
が
い
る
。
た
だ
し
、
も
と
も
と
が
立
席

な
の
で
、
本
来
座
る
べ
き
乗
客
が
現
れ
れ
ば
座
席
を
譲

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
の
鉄
道
会
社
同
様
、
台
湾
国
鉄
に
も
定
期
券
が

あ
る
。
定
期
券
に
は
「
通
用
定
期
票
」
と
「
計
次
式
磁

定
期
票
」
の
二
つ
が
あ
る
。
「
通
用
定
期
票
」
は
発

売
日
か
ら
三
〇
日
有
効
で
上
下
車
回
数
に
制
限
は
な

い
。
「
計
次
式
磁
や

定
期
票
」
は
日
本
で
も
お
馴
染

み
の
自
動
改
札
機
専
用
定
期
券
で
あ
る
が
、
片
道
を
一

回
と
し
て
計
算
し
た
乗
車
回
数
に
制
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
現
在
は
乗
車
回
数
五
〇
回
と
一
五
〇
回
の
二
種

類
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
有
効
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
二
ケ

月
、
五
ケ
月
で
あ
る
。
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、

定
期
券
と
い
う
よ
り
は
回
数
券
に
近
い
。
台
北
・
新
竹

間
の
よ
う
に
自
動
改
札
機
設
置
区
間
で
は
、
「
通
用
定

期
票
」
は
発
売
停
止
と
な
り
、「
計
次
式
磁

定
期
票
」

に
一
本
化
さ
れ
た
。

「
計
次
式
磁

定
期
票
」
の
販
売
価
格
は
、
復
興
号
の

片
道
運
賃
を
乗
車
回
数
の
五
〇
回
あ
る
い
は
一
五
〇
回

を
か
け
る
、
五
〇
回
の
場
合
で
一
五
％
、
一
五
〇
回
の

場
合
で
二
〇
％
を
割
り
引
い
て
か
ら
若
干
調
整
し
、
乗

車
回
数
の
五
〇
回
あ
る
い
は
一
五
〇
回
を
か
け
る
、
と

い
う
方
法
で
計
算
さ
れ
る
。
定
期
券
代
の
計
算
は
復
興

号
の
運
賃
を
基
本
に
し
て
い
る
が
、
復
興
号
乗
車
に
際

し
て
は
立
席
と
な
る
。
使
用
回
数
に
制
限
が
あ
る
う

え
、
割
引
率
が
一
五
％
な
い
し
二
〇
％
と
低
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
こ
の
定
期
券
は
お
ト
ク
で
は
な
い
と
感
じ
る

方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。
確
か
に
そ
う
い
う
面
は
あ
る

が
、
こ
の
定
期
券
に
は
大
き
な
利
点
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
立
席
と
い
う
条
件
は
あ
る
も
の
の
、
ど
の
列
車
に

乗
車
し
て
も
よ
い
と
い
う
特
典
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
復

興
号
の
運
賃
で
自
強
号
・

光
号
に
も
乗
車
可
能
で
、

「
無
座
票
」
同
様
に
空
席
が
あ
れ
ば
座
っ
て
も
よ
い
の

で
あ
る
。
全
回
自
強
号
に
乗
れ
ば
割
引
率
は
五
〇
％
弱

に
な
る
た
め
、
結
構
お
ト
ク
と
も
言
え
る
。

　
こ
こ
ま
で
は
台
湾
国
鉄
を
利
用
し
た
鉄
道
通
勤
の
良

い
面
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
も
ち
ろ
ん
難
点
も

あ
る
。
最
大
の
問
題
点
は
定
刻
通
り
に
到
着
・
発
車
し

な
い
列
車
が
か
な
り
多
い
こ
と
で
あ
る
。
二
・
三
分
か

ら
五
分
程
度
の
遅
れ
は
よ
く
観
察
さ
れ
る
し
、
遅
延
時

間
が
一
〇
分
を
超
え
る
こ
と
も
た
ま
に
あ
る
。
結
構

「
い
い
加
減
」
で
あ
る
。
遅
延
に
慣
れ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
鉄
道
は
遅
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
の

か
、
は
た
ま
た
諦
観
し
て
い
る
の
か
、
台
湾
の
人
々
が

駅
員
に
抗
議
し
て
い
る
姿
は
見
か
け
た
こ
と
が
な
い
。

お
お
ら
か
と
形
容
す
べ
き
か
、
時
間
に
無
頓
着
と
表
現

す
べ
き
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
寛
容
な
人
た
ち
で
あ
る
。

　
「
い
い
加
減
」
、
「
お
お
ら
か
・
無
頓
着
」
と
い
え

ば
、
電
車
や
普
快
車
の
中
国
語
表
記
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
既
に
書
い
た
。
英
文
表
記
も
同
じ
で
あ

る
。
普
快
車
を
台
北
駅
の
無
座
票
自
動
券
売
機
は
「
普

快o
r
d
i
n
a
r
y

」
と
表
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

列
車
の
出
発
案
内
を
示
す
掲
示
板
で
は
「
平
快

E
x
p
r
e
s
s

」
と
し
て
い
る
。
新
竹
駅
の
窓
口
で
は

「
普
快o

r
d
i
n
a
r
y

」
、
無
座
票
自
動
券
売
機
で
は

「
普
快L

o
c
a
l
 
T
r
a
i
n

」
と
な
っ
て
い
る
。
英
文
表

記
が
不
統
一
で
あ
る
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
急
行

を
意
味
す
る
「E

x
p
r
e
s
s

」
と
各
駅
停
車
を
示
す

「L
o
c
a
l
 
T
r
a
i
n

」
で
は
大
き
く
異
な
る
し
、
漢
字

が
理
解
で
き
な
い
外
国
人
の
混
乱
を
招
く
の
で
は
、
と

筆
者
は
思
う
の
だ
が
、
気
に
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
台
湾
で
は
早
け
れ
ば
二
〇
〇
五
年
秋
に
台
北
・
高
雄

間
で
高
速
鉄
路
、
い
わ
ゆ
る
台
湾
新
幹
線
が
営
業
を
始

め
る
。
新
幹
線
の
最
新
型
車
両
と
骨
董
品
の
普
快
車
が

ュ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
す
る
日
も
近
い
。

新
幹
線
の
登
場
で
台
湾
の
国
鉄
通
勤
事
情
、
さ
ら
に
は

鉄
道
事
情
や
交
通
事
情
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、

楽
し
み
で
あ
る
。
（
後
記
：
一
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
西

部
幹
線
の
普
快
車
は
通
行
停
止
と
な
っ
た
）

（
お
か
ざ
き
こ
う
じ
：
台
湾
・
中
華
大
学
人
文
社
会
学

　
院
副
教
授
）
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